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年 月 日 年 月 日認可年月日

鈴木　真理

00

開 所 時 間

電話番号 FAX番号

welcome@2nd-nadeshiko-hoikuen.net

氏　　名

フリガナ

3 1平成 27

分

007 20

時 00 分

4平成

055 230

17

社会福祉法人　聖愛会

園長の氏名・職名

社会福祉法人　 法 人 所 轄 庁 甲府市

代 表 者 の
職 名 ・ 氏 名

職
名
理事長

フリガナ スズキ　セツコ

氏　　名 鈴木　節子

15 7 30

法人が実施している
事業名

第二種社会福祉事業（保育所）

法人の設立年月日 平成

申
 
請
 
者

フ リ ガ ナ シャカイフクシホウジン　セイアイカイ

242 0888

法 人 等 名 称

園長

主たる事務所の

所在地・連絡先
電話番号 FAX番号

E-mail
アドレス welcome@nadeshiko-hoikuen.net

郵便番号 400 0053

スズキ　マリ

郵便番号 400 0071

第２なでしこ保育園

事業所番号 1920151000153

施設の所在地
・ 連 絡 先

E-mail
アドレス

0335

時

31

山梨県 甲府市大里町2262-1

055

確認年月日

055 230 0333

分分 時～時

山梨県 甲府市羽黒町618

法人等の種別

フ リ ガ ナ

施 設 名 称

ダイニナデシコホイクエン

055 242 0889

職　名

00 分 ～ 18

時 分 ～

連携施設の名称（地
域型保育のみ）

平日

土曜日

日曜日

2・3号 7 時
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保育所

人 人 人 人

人 人 人 人

学級 （１学級当たり 人）

人 人 人 人 人 人 人 人

人 人 人 人 人 人 人 人

㎡ 室/ ㎡ 室/ ㎡ 室/ ㎡ 室/ ㎡

㎡/人 ㎡/人 ㎡/人 ㎡/人 ㎡/人

㎡ ㎡/人

常　勤

兼　務

配　置
職員数

常勤職員の労働時間 8 時間

0

有

保育室

152.26 0 0

7.18 4.35

遊戯室

60.87 2

教育・保育従事者1
人当たりの園児数

4　 人（非常勤職員は常勤換算して算出）

乳児室

6 1

専　従

1

314 3

ほふく室

兼　務

512平均経験年数 3 4

職　種 主任保育士

専　従 兼　務

その他職員

専　従

調理員

専　従 兼　務

非常勤

1

保育士

職
員
の
状
況

3.11

施
設
設
備

１人当たりの面積

設置場所 全体の面積

居室数／面積 502.90

設　備

1

満２歳以上児１人当たり面積

5.16252.97敷地内

園舎

園庭

４歳児

合計

14 14 7 35

12/29～1/3

合計

35

学 級 編 制

3号認定
２歳児 １歳児 ０歳児

2号認定

休園日
※夏季休園日○月○日～△月△日、
○○行事の振替休日○月第△曜日

のようにご記入下さい

13 12 10

５歳児

利　用　定　員

 ※内科医、歯科医の両方いる場合に「有」医師（嘱託医）

３歳児
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保育所

給食主食代：月／１，５５０円
スイミング代：月/２，６８０円
石井式漢字教育教材費：月／７００円
共用施設費：月／７００円
通園バス利用者　往復：月／３，６００円　片道：月／１，８００円
シャトルバス利用者　　往復：月／１，２００円　片道：月／６００円

苦情に対応する
窓口の状況

窓口設置の有無 苦情内容記録の有無 市町村への報告の有無

有 有 有

１．法人理念を前提に児童福祉法及び保育所保育指針に基づき、入園する乳
幼児の福祉を積極的に増進させ、子どもの自然な内的発達を大切にし、子ど
もが安心して、自己活動、自己表現が図れるよう援助する事が基本である。
２．家庭との連携を図り、積極的に家庭の協力を求め、家庭と保育という安
定した関係を構築し、豊かな人間性を持った子どもの育成を図る・

利用料
（実費徴収・上乗せ徴収）

運営方針

「敬神愛人」精神の基、社会福祉法人を目的とし、プロフェッショナル意識
を持って保育教育従事者として全職員各々の能力及び知識を日々高め、地域
社会に貢献する。

教育・保育の内容

子育て支援の実施状況
（実施している場合）

教育・保育の提供内容に
関する特色

保育理念の基、神を愛し、自然に感謝して、強く、優しく、努力できる子どもの育成を図
る。　１．心を育てる　　神と人に対する愛・信頼感を育むために、幼少時より直接的、
具体的な自然体験、社会体験を通じてその興味、意味、意欲を育てる。
２．能力開発　人間の知力、能力、特技は、それぞれ異なるが子どもに適した体験を通じ
て、学ぶ楽しさを知る。園においては、保育教諭の言葉が大きく影響し、故に保育教諭は
豊かな知性・技術を磨き、感性と愛情を持って一人ひとりに関わる。
３．健康な体づくり　心身の健康の基礎形成が主眼である。具体的には、食事、排泄、睡
眠、着脱、清潔等を通じて栄養、運動、休息の均等がとれる生活スタイルを形成する。
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